
宮崎大学 (宮崎県)

◇大学紹介 ◇教員研修コースの概要・特色

⑤研修コースの概要

教員研修留学生は、渡日後、他機関で
6ヶ月間の日本語教育を受けた後、本学で
下記の研修を1年間行う。

・指導教員の指導の下、専門領域に関し
て研修を行う。

・本コースでの研修の成果を研修報告書
にまとめ、2028年2月末日午後5時までに
提出する。（2月末日が休日の場合は、次
の平日の同時刻までに提出する。）

・指導教員の指導の下、授業担当教員の
許可が得られれば、専門領域に関連する
科目や日本語・日本事情の科目の聴講が
可能。（科目の単位認定はできない。）

・市内の小、中、高における授業見学や
児童・生徒との国際交流活動に参加する
ことが可能な場合もある。

①大学の概要

宮崎大学は、教育学部、医学部、工学部、農
学部、地域資源創成学部の5つの学部と教育学
研究科、看護学研究科、工学研究科、農学研究
科、地域資源創成学研究科、医学獣医学総合研
究科、農学工学総合研究科の7つの大学院研究
科で構成されている国立大学法人です。教員研
修留学生を受け入れる研究科は教育学研究科で
あり、概要は次のとおりです。

◇教育学研究科（専門職学位課程）

教職実践開発専攻

②国際交流の実績

・過去3年間の留学生の受入れ実績

2025年度：111人

2024年度：133人

2023年度：142人

・過去3年間の教員研修留学生の受入実績

2025年度：０人

2024年度：1人

2023年度：1人

①研修コースの特色

・指導教員による専門領域の個別指導が主であるが、指導教員
の指導の下、専門科目や日本語・日本事情の科目の聴講が可能。

・見学・地域交流等の参加型科目の聴講、日本語地域インター
ンシップへの参加、日本人学生との共修が可能な場合もある。

②受入定員：3人

③奨学金支給期間

2026年10月～2028年3月

④コースの修了要件

研修報告書を下記の要領で執筆し、提出することとする。

記

・内容：本研究科での研修内容。ただし、出願書類に記載され

た研究テーマに沿うものであること。

・使用言語：日本語または英語

・本文の長さ：A4用紙4ページ以上

・紙媒体（1部）および電子ファイル（メール添付）による提出

とする。

・提出先

（紙媒体）：教育学部教務・学生支援係

（電子媒体）：教育学部教務・学生支援係国際交流担当

係長 (e-kyoumu@of.miyazaki-u.ac.jp)宛

・提出期限：2028年2月末日午後5時

（末日が休日の場合は、次の平日の同時刻）

指導教員による個別指導のもとに、教員研修留学生の目的に応じ高度で実践的な研修を行う。



◇宿 舎

○宿舎数

・国際交流宿舎

単 身 室 165室 月額 4,700円

夫婦・家族室 4室 月額 9,500円・14,200円

・木花ドミトリー

単 身 室 31室 月額 24,000円

（光熱水費・Wifi込）

・清武ドミトリー

単 身 室 50室 月額 25,800円

（光熱水費・Wifi込）

○宿舎設備・備品

各部屋にベッド、机、椅子、クローゼット付き

○宿舎周辺の生活情報、通学時間

近隣にスーパー、コンビニ、

キャンパス内に宿舎有り。宿舎費前納不要

（様式１）

◇修了生へのフォローアップ

・SNS等を活用して，継続的に連絡を取っている。

・必要に応じ指導教員が相談に応じる。

◇問合せ先

大学所在地：889-2192

宮崎県宮崎市学園木花台西1-1

担当部署：国際連携機構国際連携課

留学交流係

連絡先

TEL：0985-58-7134 FAX: 0985-58-7782 
E-mail：ryugaku-s@of.miyazaki-u.ac.jp

ホームページアドレス

https://www.miyazaki-u.ac.jp/kokusai/



大学名：　宮崎大学（大学番号：49）

◇研修内容、受入可能人数、資格及び条件など

受入研究科
等名

コースコード 教員名 メールアドレス 分野 研修の内容 研修の対象者 使用言語
受入

可能数

当該教員が留学生を受け入れるにあたっての条件（語学
能力、専門能力等）、受入実績（過去５年間の受入国、人
数）

49001 菅 裕 教授 e05107u@miyazaki-u.ac.jp 音楽教育学 音楽科教育における自己調整学習および協働的学習
☑小学校教員
☑中高教員
□その他（　　）

日本語
英語

1人
日本語または英語。日本語の読み書きおよび日常会話ができる
ことが望ましい。教員研修留学生の受け入れ実績は無。

49002 山元 宣宏 教授 n-yamamoto@miyazaki-u.ac.jp 言語・社会文化  漢字を中心とした文字文化史、および書道史
☑小学校教員
☑中高教員
□その他（　　）

日本語
中国語

１人
日本語能力試験N1認定以上。研究対象を客観的に論じることが
できる者。教員研修留学生の受け入れ実績は無。一般の研究生
（留学生）の受入実績は有。

49003 椋木 香子 教授 k-mukugi@miyazaki-u.ac.jp 教育学 道徳教育、幼児教育
☑小学校教員
☑中高教員
□その他（　　）

日本語
英語

1人
日本語または英語。日本語の日常会話ができることが望ましい。
教員研修留学生・一般留学生受入れ実績は有。

49004 中村 佳文 教授 nakabun@miyazaki-u.ac.jp  国語教育日本文学和歌・短歌・音声表現
☑小学校教員
☑中高教員
□その他（　　）

日本語 1人
日本語能力試験N1認定以上。日本語の基礎的運用能力のある
者。教員研修留学生の受け入れ実績は無。一般の研究生（留学
生）の受入実績は無。

49005 湯地敏史　教授 yuji@miyazaki-u.ac.jp 科学教育 STEM教育　工業教育　生活科教育　エネルギー教育   電力工学　風力発電技術
☑小学校教員
☑中高教員
□その他（　　）

日本語
英語

3 人
日本語または英語。日本語の読み書きおよび日常会話ができる
ことが望ましい。教員研修留学生の受け入れ実績は無。

□小学校教員
□中高教員
□その他（　　）

□小学校教員
□中高教員
□その他（　　）

□小学校教員
□中高教員
□その他（　　）

□小学校教員
□中高教員
□その他（　　）

教育学研究科

※「研修の対象者」は該当する方（両方に該当する場合は両方）に☑を付けてください。


